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【はじめに】近年，児童養護施設は被虐待，発達障害や

慢性疾患といった様々な問題を抱えている子どもを受

け入れており，厚生労働省や全国児童養護施設協議会は，

そのような子ども達への専門的対応のために看護師を

配置する必要性があると提言している。しかし，近年の

状況をふまえた児童養護施設に勤務する看護師の役割

や必要性に関する研究は皆無であるといえる。 

【目的】本研究は，児童養護施設で子ども達に継続的

に関わる職員と管理者である施設長にとって，児童養

護施設に看護師と福祉職が一緒に勤務する利点を明ら

かにすることを目的とした。 

【研究方法】自記式質問紙調査を実施した。 

【対象】2013年4月時点で，日本国内の589か所の児童

養護施設のうち看護師が配置されている施設（実数不明）

において，子ども達に継続的に関わる職員（以後，福祉

職とする）である基幹的職員と直接処遇職員各1名と，

管理者である施設長1名の1施設あたり計3名とした。 

【質問内容】「児童養護施設で看護師と福祉職が一緒に

働くいいところ」について自由記述で回答を求めた。 

【分析方法】自由記述を，Berelsonの内容分析に準拠

して分析した。小児看護経験者8名による合議でカテ

ゴリ，サブカテゴリの信用性を確保した。 

【倫理的配慮】本研究は，東北大学大学院医学系研究

科倫理委員会の承認を得て実施した。文書にて，施設

長に許可を得た後，対象者に調査目的，方法，調査へ

の協力の自由意思，協力しない場合でも不利益は生じ

ないことを説明した。その上で，調査協力に同意する

場合は，無記名の質問紙への回答を求め，その質問紙

の提出をもって，調査協力への同意とみなした。 

 

 

【結果】回答者数は，施設長51名，基幹的職員59名，

直接処遇職員63名であった。平均年齢は，施設長58.3

±8.2歳，基幹的職員45.4±10.2歳，直接処遇職員35.1

±9.5歳であった。内容分析の結果，240コード，20サ

ブカテゴリ，5カテゴリが生成され，各カテゴリは，［子

どもへの対応を充実させることにつながる］［お互いに

専門性をいかして仕事できるようになる］［看護師の専

門的知識をふまえて福祉職が子どもに対応できるよう

になる］［負担や不安の軽減から福祉職の安心につなが

る］［日常生活をふまえた看護師の対応につながる］と

命名した。 

【考察】児童養護施設に看護師と福祉職が一緒に勤務

する利点として3点考えられた。1点目は今まで医療

に関する専門的知識が不十分なまま様々な問題を抱え

る子ども達に対応せざるを得なかった福祉職が，看護

師の知識を得て，自信を持って子どもへの対応ができ

ること，2点目は看護師が勤務することで福祉職は子

ども達への対応に関する負担や不安を軽減できるこ

と，3点目は専門的知識のある看護師が福祉職から子

ども達の日常生活の情報を得ながら対応できることで

あった。 
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